
教科 科　目

    工業・都市基盤工学科 週当たり授業時間数

１年 ２年 ３年
科目別 教科別

必修 必修 選択 必修 選択

国語

国語総合 4 4
国語表現 3
現代文Ａ 2 1 2
古典Ａ 2 2
古典Ａ演習 2
世界史Ａ 2 2
日本史Ａ 2
地理Ａ 2
世界史Ａ演習 2
日本史Ａ演習 2
地理Ａ演習 2

公民
現代社会 2 2
現代社会演習 2

数学

数学Ⅰ 3 2
数学Ⅱ 4 1 4
数学Ⅲ 5 4
数学Ａ 2 2
数学Ｂ 2 2
数学演習Ⅰ 2
数学演習Ⅱ 2

理科

物理基礎 2 2
物理 4 2
化学基礎 2 2
化学 4
生物基礎 2
地学基礎 2 2
地学 4
物理演習Ⅰ 2
物理演習Ⅱ 4

保健 体育 2 2 3
体育 保健 2 1 1

芸術
音楽Ⅰ 2
美術Ⅰ 2

外国語

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ▲ 3 3
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ 4 3
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅲ 4 3
英語表現Ⅰ 2 2
英語表現演習 2
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語演習 2

家庭
家庭基礎 2 2
家庭基礎演習 2
共通教科計 27

工業技術基礎 3
課題研究▲ 3
実習▲ 3 3
製図▲ 2
情報技術基礎▲ 2
測量▲ 2 2
土木基礎力学 2
土木施工 2
社会基盤工学 2
土木基礎力学演習 2
土木施工演習 2
実用土木施工演習 2
景観緑地デザイン 2
防災ｼｽﾃﾑ工学 2
実践防災ｼｽﾃﾑ工学 2
都市計画 2
インターンシップ 1 (1◆)
専門教科計 7
教科合計 34 34(35) 34

合　　　計 34 34(35) 34
特別活動 ホームルーム活動 1 1 1

備　　　　　　考

「総合的な学習の時間」は「課題研究」で代替する。

教科「情報」の科目は工業科目「情報技術基礎」をもって「情報の科学」に代替する。

２年次の物理基礎は４月～９月に、物理は９月～３月に指導を行う。

３年次の化学は、選択Ｄまたは、選択ＦおよびＧのいずれか一方しか選択できない。

３年次の選択ＦおよびＧについて、理科を選択する場合は、両方とも同じ科目を選択する。

２年次の「防災システム工学」を履修しないと、３年次の「実践防災システム工学」は選択できない。
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１年次の数学Ⅰは４月～11月に履修する。

１年次の数学Ⅱは11月～３月に履修する。
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